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保険料等充当交付金の終了について 

 

 

１．保険料等充当交付金の概要 
 
平成１３年に成立した自動車損害賠償保障法等の一部改正法において、

平成１３年度末の政府再保険制度廃止時の累積運用益の２０分の１１（約

１兆７００億円）についてユーザーに還元することとし、平成１４年度か

ら平成１９年度までの６年間の保険契約に係る保険料の一部を、保険料等

充当交付金として交付し、ユーザー負担額の引き下げを行うこととされた。 

 

２．交付状況 
 
 保険料等充当交付金については、「当初３年間は厚めに交付し、従来のユ

ーザー負担額維持に必要な交付金を交付することにより、急激な保険料負

担額の増加を防止する」との方針のもと、平成１６年度までは平成１３年

度以前と同一のユーザー負担額を維持し、その後３年間は段階的に交付金

額の引き下げを行ったところである。 

 なお、最終年度である平成１９年度第４四半期の契約に係る保険料等充

当交付金は、平成２０年度第１四半期に交付され、これをもって、保険料

等充当交付金の交付は終了する。 
 

 交付金額 ユーザー負担額 

平成１４～１６年度 ５，８４０円 ２７，６３０円 

平成１７年度 １，９５０円 ２９，７８０円 

平成１８年度 １，０５０円 ３０，６８０円 

平成１９年度 ９００円 ３０，８３０円 

（自家用乗用車２４ヶ月契約（沖縄・離島除く）の例） 
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